
平日もツアー客でにぎわう旧官営富岡製糸場

復元を目指す「ブリュナエンジン」

　
群
馬
県
が
世
界
遺
産
効
果
に
沸
い
て
い
る
。
８
月
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
に
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
の
推
薦

が
正
式
決
定
。
順
調
に
い
け
ば
２
０
１
４
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
登
録
が
決
ま

る
。
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
町
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
登
録
を
後
押
し
す
る

た
め
、
人
口
あ
た
り
の
製
造
品
出
荷
額
が
群
馬
２
位
の
地
元
富
岡
市
の
工
業
界

も
立
ち
上
が
っ
た
。波

及
効
果
を
全
域
に

日
本
の
工
業
化
は
製
糸
か
ら
観
光
整
備
な
ど
連
携
強
化

富岡市のイメージキャラクター
「お富ちゃん」は全国に魅力をＰ
Ｒする。右は岡野光利富岡市長

世界文化遺産へ前進
富岡製糸場と絹産業遺産群

製糸場の命「エンジン」復元
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現
存
す
る
繰
糸
機
を
見
学
で

き
る
繰
糸
工
場

　
観
光
や
周
辺
整
備
の
具
体

策
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
一

方
、
地
元
の
モ
ノ
づ
く
り
企

業
も
世
界
遺
産
登
録
を
後
押

し
す
る
。
「
商
業
や
観
光
は

取
り
組
み
や
す
い
が
、
工
業

界
と
し
て
エ
ン
ジ
ン
の
復
元

に
力
を
入
れ
た
い
」
と
意
気

込
む
の
は
富
岡
商
工
会
議
所

の
担
当
者
だ
。
市
内

社
が

協
力
し
、
製
糸
場
の
動
力
源

と
し
て
使
っ
た
蒸
気
機
関

「
ブ
リ
ュ
ナ
エ
ン
ジ
ン
」
を

復
元
す
る
。
野
口
製
作
所

富
岡
市

の
野
口
十
九
一

社
長
を
委
員
長
に
据
え
、
切

削
加
工
会
社
や
プ
レ
ス
関
連

な
ど
手
を
組
む
業
種
は
幅
広

い
。
電
機
大
手
の
Ｏ
Ｋ
Ｉ
や

自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
ボ

ッ
シ
ュ
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ
ス

ペ
ー
ス
な
ど
地
元
の
進
出
企

業
も
参
画
す
る
。

　
実
物
は
愛
知
県
内
の
博
物

館
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、

年
度
は
実
物
の
測
定
に
取
り

か
か
る
。
そ
の
後
、
３
次
元

Ｃ
Ａ
Ｄ
に
デ
ー
タ
を
落
と
し

込
む
。
実
物
を
分
解
し
て
内

部
を
完
全
に
把
握
す
る
の
は

困
難
な
た
め
、
部
品
の
総
数

や
形
状
な
ど
不
透
明
な
点
は

多
い
。
完
成
ま
で
の
ハ
ー
ド

ル
は
高
く
、
３
―
４
年
後
の

完
成
を
目
指
す
。
大
手
と
中

小
が
協
力
し
、
想
像
力
を
フ

ル
活
用
し
て
１
４
０
年
前
の

歴
史
に
迫
る
。

　
「
今
回
の
活
動
を
き
っ
か

け
に
、
将
来
は
異
業
種
の
交

流
会
に
発
展
し
て
い
き
た

い
」
と
長
期
的
な
視
野
も
忘

れ
な
い
。
絹
づ
く
り
の
命
と

も
言
え
る
エ
ン
ジ
ン
の
復
元

を
通
じ
て
、
富
岡
の
モ
ノ
づ

く
り
力
を
内
外
に
知
ら
し
め

る
覚
悟
だ
。

　

月
下
旬
。
旧
官
営
富
岡

製
糸
場

富
岡
市

近
く
の

駐
車
場
に
何
台
も
の
大
型
バ

ス
が
乗
り
入
れ
て
い
た
。
ナ

ン
バ
ー
は
「
千
葉
」
や
「
山

梨
」
な
ど
首
都
圏
を
中
心
に

多
彩
で
、
愛
知
県
か
ら
の
ツ

ア
ー
バ
ス
も
並
ぶ
。

　
文
化
庁
が
推
薦
を
内
定
し

た
７
月
以
降
、
観
光
客
の
足

は
止
ま
ら
な
い
。

　
市
の
担
当
者
は
「
８
月
の

お
盆
休
み
の
入
場
者
は
昨
年

の
２
倍
。

月
、

月
の
秋

の
行
楽
・
観
光
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
て
さ
ら
に
好
調
だ
」
と

声
を
弾
ま
せ
る
。
８
月
の
入

場
者
数
は
前
年
同
月
比

％

増
の
３
万
１
９
７
２
人
。

月
の
取
材
当
日
も
平
日
に
か

か
わ
ら
ず
団
体
客
１
５
０
０

人
の
入
場
予
定
で
び
っ
し
り

だ
っ
た
。

発
展
支
え
た
工
女

　
富
岡
製
糸
場
が
誕
生
し
た

の
は
１
８
７
２
年

明

５

。
海
外
列
強
の
仲
間
入

り
を
目
指
し
た
明
治
政
府
が

掲
げ
た
国
策
「
殖
産
興
業
」

の
一
環
だ
。
フ
ラ
ン
ス
人
の

ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ナ
ら

人

ほ
ど
を
指
導
者
に
迎
え
、
蒸

気
機
関
や
簡
素
な
繰
糸
機
３

０
０
台
を
輸
入
し
て
創
業
し

た
。
「
富
岡
」
は
日
本
各
地

に
製
糸
技
術
を
広
げ
る
モ
デ

ル
工
場
だ
っ
た
。
石
川
県
の

金
沢
製
糸
場
や
愛
知
県
豊
橋

市
な
ど
に
つ
な
が
り
「
日
本

の
工
業
化
は
製
糸
か
ら
始
ま

っ
た
と
言
え
る
」

製
糸

場

。

　
繭
か
ら
紡
い
だ
生
糸
は
フ

ラ
ン
ス
や
米
国
に
輸
出
。
１

９
０
９
年
に
生
産
、
輸
出
量

と
も
に
世
界
一
の
規
模
と
な

り
、
高
根
の
花
だ
っ
た
絹
の

大
衆
化
に
貢
献
す
る
な
ど
果

た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

　
発
展
を
支
え
た
の
は
「
工

女
」
と
呼
ん
で
募
集
し
た
女

性
の
力
だ
っ
た
。
操
業
時
は

全
国
か
ら
４
０
０
人
ほ
ど
が

集
ま
り
、
い
ち
早
く
社
内
教

育
を
充
実
さ
せ
た
記
録
が
残

る
。
仕
事
を
終
え
た
後
、
基

礎
的
な
読
み
書
き
や
ソ
ロ
バ

ン
、
裁
縫
を
学
ん
だ
。
富
岡

の
工
女
は
学
ん
だ
技
を
故
郷

や
各
地
に
普
及
さ
せ
た
と
い

い
、
場
内
で
日
本
の
工
業
化

を
支
え
た
女
性
の
息
吹
を
感

じ
ら
れ
る
。

産
業
の
出
発
点

　
１
８
９
３
年
に
三
井
家
に

払
い
下
げ
ら
れ
、
そ
の
後
は

原
合
名
会
社
や
片
倉
工
業
の

下
で
１
９
８
７
年
に
操
業
を

止
め
る
ま
で
１
１
５
年
に
わ

た
っ
て
生
糸
を
作
り
続
け

た
。
主
要
な
建
物
は
１
４
０

年
前
の
姿
を
ほ
ぼ
保
ち
、
技

術
革
新
を
支
え
た
息
づ
か
い

を
今
に
伝
え
る
。
繰
糸
工
場

に
現
存
す
る
自
動
繰
糸
機
に

は
「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
の
刻

印
が
あ
る
。
名
車
「
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
」
を
生
ん
だ
プ
リ
ン

ス
自
動
車
工
業

現
日
産
自

動
車

製
だ
。
「
富
岡
の
技

術
が
愛
知
県
豊
橋
市
に
伝
わ

り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
前
身

で
あ
る
豊
田
自
動
織
機
の
誕

生
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い

る
」
と
解
説
員
。
日
本
の
ク

ル
マ
産
業
の
出
発
点
と
も
言

え
そ
う
だ
。

平
泉
の
例
に
学
ぶ

　
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す

構
成
文
化
財
は
製
糸
場
を
軸

に
、
蚕
種

蚕
の
卵

を
近

代
的
に
育
て
た
田
島
弥
平
旧

宅

伊
勢
崎
市

や
蚕
種
貯

蔵
庫
の
荒
船
風
穴

下
仁
田

町

、
養
蚕
教
育
機
関
の
高

山
社
跡

藤
岡
市

の
計
４

資
産
。
観
光
に
適
し
た
周
辺

整
備
な
ど
を
進
め
、
波
及
効

果
を
県
全
域
に
広
げ
ら
れ
る

か
な
ど
課
題
は
多
い
。

　
他
県
に
学
ぶ
例
は
あ
る
。

年
６
月
に
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
岩
手
県
南
部

平
泉
町
の
「
平
泉
の
文
化
遺

産
」
。
県
が

年

―

月

に
平
泉
町
を
訪
問
し
た
県
外

客
を
分
析
す
る
と

・
４
％

が
平
泉
の
み
の
訪
問
だ
っ

た
。
特
に
県
北
や
沿
岸
部
の

自
治
体
か
ら
波
及
効
果
を
実

感
で
き
な
い
と
の
声
が
多
か

っ
た
と
い
う
。
一
方
、

年

８
―

月
に
実
施
し
た
同
様

の
調
査
で
は
平
泉
だ
け
を
訪

問
し
た
比
率
は

％
に
改

善
。
県
な
ど
に
よ
る
首
都
圏

で
の
地
道
な
Ｐ
Ｒ
や
県
内
周

遊
の
旅
行
商
品
の
充
実
な
ど

も
功
を
奏
し
た
と
見
ら
れ

る
。

　
群
馬
県
に
お
い
て
も
日
本

有
数
の
温
泉
地
と
の
連
携
は

欠
か
せ
な
い
。
草
津
温
泉

草
津
町

や
伊
香
保
温
泉

渋
川
市

、
水
上
温
泉

み
な
か
み
町

な
ど
３
大

メ
ジ
ャ
ー
以
外
に
も
、
隠
れ

た
名
湯
が
県
内
に
ひ
し
め

く
。
宿
泊
の
ほ
か
首
都
圏
の

日
帰
り
ツ
ア
ー
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
旅
行
会
社
な
ど
民

間
企
業
と
の
連
携
強
化
や
自

治
体
も
経
費
を
計
上
し
た
大

々
的
な
誘
客
活
動
は
欠
か
せ

な
い
。


